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学協会（Institute for Development of Higher Education）
近畿支部主催で，「海外に出ない学生たち－内向き
志向をどう破る－」をテーマに2011年度大学セミナ
ーを開催した。
まず，近畿支部
長の代理で赤松明
彦理事・副学長か
ら開会の挨拶があ
り，続いて，次の
５人のパネラーに
よる話題提供が行
われた。
・ 「大学生の海外留学志向～日中の研究型大学学生
の比較調査を手がかりに～」河合淳子氏（京都大学
国際交流センター准教授）
・ 「同志社大学の国際交流の歴史とその課題」沖田行
司氏（同志社大学社会学部教授）
・ 「ミャンマーは怖くない！～“非先進国”に長期滞
在する意義～」本行沙織氏（大阪大学大学院言語文
化研究科博士後期課程２回生）
・ 「ヨーロッパの学生にとって留学はどの様な意味
を持つのか」御子柴　嵩氏（関西学院大学経済学部
３回生）
・ 「留学は，本当に就活の弊害となるのか！？」中谷
歩美氏（立命館大学国際関係学部５回生）
日本から海外へ出る若者が減少していると指摘さ
れる中，大学において国際交流に携わる教員および
留学の経験を持つ学生それぞれの立場から話題提供
を受けて，留学の意義やその妨げとなっている点に
ついて参加者と活発な議論が展開された。
IDE 大学協会近畿支部 IDE大学セミナーを開催
 （総務部）
総長訪問の様子（左から北井准教授，松本総長，
石塚氏ご夫妻，イシツカ博士，柴田天文台長）
河合准教授による話題提供の様子
赤松理事による開会挨拶
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訃報
このたび，宮
みや
本
もと
武
たけ
明
あき
名誉教授，西
にし
田
だ
利
とし
貞
さだ
名誉教授，乾
いぬい
　研
けん
一
いち
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を表します。以下に各名誉教授の略歴，業績等を紹介します。
宮本武明先生は，６月２日
逝去された。享年74。
先生は，昭和37年３月京都
大学工学部を卒業，同39年３
月同大学院工学研究科修士
課程を修了後，同42年６月よ
り京都大学化学研究所助手
として勤務され，同52年１月助教授，同63年４月教
授に昇任された。その間，平成６年４月から２年間，
化学研究所長を務められた。平成12年３月に退官さ
れ，京都大学名誉教授の称号を受けられた。退官後，
平成18年３月までの６年間，松江工業高等専門学校
の校長を務められ，同校名誉教授の称号を受けられ
た。その間，国際交流にも尽力され，平成16年に中国
武漢大学東湖分校から名誉教授の称号を受けられた。
先生の研究は，繊維化学，高分子材料学の全般に
亘る。高分子化合物の分子特性解析，特にブロック
共重合体の研究にいち早く取り組まれ，その後，対
象を天然高分子に広げ，学術的にも実際的にも価値
ある多数の成果を残された。羊毛ケラチンの構造と
機能特性に関する研究では，成分タンパク質の構造
転移の基礎的解明から重金属吸着剤などへの応用ま
でを手がけられ，これらの業績に対して，昭和58年
度繊維学会賞が授与された。昨今，バイオマスとし
て注目されるセルロースに関しては，先んじて誘導
体の構造・物性研究に取り組まれ，液晶，ゲルなどに
関する系統的な研究は，国内外の高い評価を受けら
れた。また同時に，多くの優れた人材を輩出された。
さらに，繊維学会やセルロース学会では学会長を
務められるなど，諸学協会の運営と発展に多大な貢
献をされた。その優れた功績が認められ，平成12年
度繊維学会功績賞，平成14年度セルロース学会功績
賞を受けられた。
 （化学研究所）
宮本　武明　名誉教授
医学部附属病院は，７月30日（土）に原子力安全研
究協会との共催により京都府「緊急被ばく医療初級
講座」を同院にて開催
した。同研修会は，被
ばく患者を受け入れる
際に，実診療に従事す
ることが予想される医
療関係者への知識の整
理・習得，ならびに関
係諸機関（消防，行政
等）相互の連携を図る
ことを目的としている。今回の研修会では，学内外
から67名の参加があった。
研修会では，小池　薫京大病院初期診療・救急科
教授の開会挨拶の後，又野秀行福井県立病院救命救
急センター医長より「放射線とは－焚き火（被ばく）
とペンキ（汚染）－」について，山本尚幸原子力安全
研究協会研究参与より
「緊急被ばく医療にお
ける汚染対応」について，
前川和彦東京大学名誉
教授および前川　平 
京大病院輸血細胞治療
部教授より「急性放射
線症候群の診断と治療
－JCO臨界事故による
患者の臨床を経験して－」について講義が行われた。
引き続き，小池教授，山本氏を講師として「京都府
域の仕組みを理解する－４つのケース対応－」と題
して机上演習が行われ，参加者間で活発に意見が交
わされた。
 （医学部附属病院）
京都府「緊急被ばく医療初級講座」を開催
講義を行う前川　平教授
開会の挨拶をする小池教授
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西田利貞先生は，６月７日
逝去された。享年70。
先生は，昭和38年３月京都
大学理学部を卒業され，同大
学大学院理学研究科に進学，
同44年５月博士課程を修了
し，京都大学理学博士の学位を取得された。昭和44
年12月に東京大学理学部助手に採用され，同49年10
月講師，同56年８月助教授に昇任，同63年４月に京
都大学理学部教授に就任され，動物学科人類学講座
を担当された。平成16年３月に定年により退職され，
京都大学名誉教授の称号を受けられた。本学退職後
は財団法人日本モンキーセンター所長を務められた。
先生は，人類学，霊長類学，動物行動学などの分
野において独創的な研究成果をあげられ，指導的な
役割を果たされるとともに，これらの分野において
多くの有能な人材を育てられた。特にタンザニアに
生息する野生チンパンジーの長期研究を通して，父
系社会，道具使用，狩猟行動，食物の分配，文化的
行動，政治的駆け引きなど，類人猿と人間の社会を
つなぐ重要なヒントを発見された業績は，人類起源
の研究分野のノーベル賞とも言われるリーキー賞，
国際霊長類学会生涯功労賞を日本人で初めて受賞す
るなど，国際的な評価の高さを示している。
また，日本霊長類学会会長，国際霊長類学会会長
を歴任されるとともに，霊長類学で最も古い国際学
術誌Primatesの編集長を務められるなど，国際的な
学術の推進にも尽力された。さらに，国際自然保護
連盟IUCNの種保存委員会の委員を務め，国際連合
環境計画UNEPに大型類人猿保全計画を立ち上げる
など，霊長類の保護にも幅広く活躍された。
 （大学院理学研究科）
西田　利貞　名誉教授
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
乾（中山） 研一先生は，７
月31日逝去された。享年84。
先生は，昭和28年３月京都
大学法学部を卒業され，同年
４月同大学法学部大学院研
究奨学生，同30年８月京都大
学法学部助手，同31年11月助教授を経て，同43年12
月教授に就任，ソビエト法講座を担当された。昭和
57年３月に退職され，京都大学名誉教授の称号を受
けられた。この間，昭和45年１月から同47年10月ま
で附属図書館商議会商議員として尽力された。本学
退職後は，平成２年３月まで大阪市立大学教授（昭
和62年４月から同63年３月までは同大学法学部長）
として同大学の研究教育体制の整備充実に多大の貢
献をされ，名誉教授の称号を受けられた。その後は，
北陸大学教授を歴任された。
先生は，ソビエト法，とりわけその刑法を中心に
研究を始められ，『ソヴェト刑法』，『ソビエト法概
論　刑法』，『因果関係　社会主義刑法を中心として』
などの著書を公表された。その後，わが国の刑法に
ついても思索を重ねられて，『刑法総論』，『刑法各論』
などの体系書をまとめられたほか，医事刑法，経済
犯罪，公務員犯罪，選挙犯罪などの特別刑法の領域
に関しても多数の論稿を著された。国家による刑罰
介入に対する謙抑的態度を堅持しつつ緻密かつ論理
的に展開される学説は，権威主義的な刑法学に対抗
するものとして学界に大きな影響を及ぼした。
また，学会では，日本刑法学会理事（昭和54年５
月から平成２年５月までは常務理事），日本医事法
学会理事などを歴任された。
 （大学院法学研究科）
乾　　研一　名誉教授
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